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運動の重点 

① 	青森県五所川原市字岩木町12 〔毎月 2回・1日・15日発行〕 

のミ・はり叫ち 
発 行 所 

五所川原市役所 

540号 

昭和58年4 月1日 

印刷 西 北 印 刷 

市 の 人 口 
	

男 25,638人 
	

世 帯 数 14,687 

	

52,9関人 女 27,348人 
	

（昭和58年 3 月I日現在）住民基本台帳から 

万 
	 ゆとりで走ろっ‘青森県 

昭和58年 

新入学（蓑）児童の交通事故防止運動 
ミ 	 ク 

実施期間 I藤舞編器裟 10日問 

1 ．新入学（園）児童の安全指導と保護活動の推進 

2 ．運転者の児童等保護義務の遵守促進 

3 ．通学（園）路等道路交通環境の整備 

青森県交通対策協議会 

	も 

主
尺
一
 

, 



広報ごしょがわら 昭和58年（1983年） 4 月1日 

市
議
会
第

一
回
定
例
会
か
ら

（要
旨
）
 

市長施政 

方針を表明 

市
政
に
対
す
る
私
の
「
基
本

的
姿
勢
」
は
、
「奉
仕
と
信
頼
の

市
政
」
加
基
調
と
し
た
行
政
を

行
う
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
こ
と
は
、
 

地
方
自
治
の
本

ヒ
日
から
し
て
も

命
題
で
あ
り
、
 

ま
た
目
標
で
も

あ
り
ま
す
。
 

市
民
の
ニ
ー
ズ
 

に
応
え
、
市
民
の
生
活
を
守
り
、
 

更
に
そ
の
向
上
を
図
っ
て
ゆ
く

こ
れ
が
行
政
の
本
旨
で
あ
り
ま

す
。
従
い
ま
し
て
施
策
は
あ
く

ま
で
市
民
の
た
め
の
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
市
民
不
在
の

も
の
で
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
 

か
く
し
て
こ
そ
市
政
は
市
民
の

信
頼
を
か
ち
と
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
り
、
さ
さ
や
か
で
あ

っ
て
も
己
れ
の
義
務
を
越
え
た

奉
仕
の
心
で
協
調
し
合
っ
て
こ

そ
、
五
所
川
原
の
す
ば
ら
し

い

ま
ち
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
る
も
 
 

の
と
確
信
い
た
し
ま
す
。
 

今
日
地
方
の
時
代
と
い
わ
れ

て
久
し
い
の
で
あ
り
ま
す
が
、
 

国
の
内
外
に
お

い
て
不
況
が
続
 

く
な
か
で
、
当
地
方
も
例
外
で

は
な
く
、
景
気
は
な
お
も
低
迷

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
加
え
て

の
二
年
続
き
の
凶
作
の
打
撃
か

ら
回
復
す
る
に
当
っ
て
は
、
行

政
の
使
命
の
極
め
て
大
な
る
こ

と
を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
 

さ
て
、
国
の
行
財
政
の
状
況

を
み
る
に
不
況
を
反
映
し
て
税

収
不
足
を
生
じ
、
財
政
は
か

つ

て
な
い
厳
し

い
環
境
下
に
あ
り

ま
す
。
ま
た

一
方
で
は
行
政
改

革
が
必
至
で
あ
り
、
国
政
は
今

大
き
な
試
練
の
中
に
あ
り
ま
す
。
 
 さ

ら
に
は
内
外
の
経
済
水
準
の

落
ち
込
み
に
よ
り
、
雇
用
状
況

の
悪
化
に
拍
車
が
か
か
る
等
、
 

否
応
な
し
に
国
の
予
算
編
成
は
、
 

国
債
の
発
行
増
を
余
儀
な
く
し

な
が
ら
徹
底
し
た
節
減
合
理
化

案
を
と
り
入
れ
ざ
る
を
え
な
い

も
の
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
は
ひ
と
り
国
の
問
題
に
と
ど

ま
る
も
の
で
は
な
く
、
当
然
地

方
自
治
体

へ
も
影
響
は
必
至
で

あ
り
ま
す
。
 

こ
う
し
た
背
景
の
も
と
に
編

成
さ
れ
た
当
市
の
昭
和
五
十
八

年
度
予
算
は
、
一般
会
計
を
例
に
 

あ
げ
ま
す
と
、
昨
年
度
に
比

べ

三
・
六
雀
減
と
い
う
ま
こ
と
に

厳
し

い
緊
縮
型
予
算
と
な
ら
ぎ

る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま

す
。
即
ち
歳
入
に

つ
い
て
は
、
 

市
税
が
不
況
を
う
け
て
大
き
な

伸
び
が
期
待
で
き
な
い
こ
と
、
 

地
方
交
付
税
を
は
じ
め
国
、
県

支
出
金
も
伸
び
が
期
待
で
き
な

い
見
通
し
に
あ
り
ま
す
。
 一
方

歳
出
に

つ
い
て
は
人
件
費
、
公

債
費
等
の
い
わ
ゆ
る
義
務
的
経

費
の
増
嵩
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
た
め
に
、
今
年
度
は
い
わ
ゆ
 
 

る
目
玉
と
い
え
る
事
業
が
少
な

く
、
継
続
す
る
事
業
の
早
期
完

成
に
重
点
を
お
く
内
容
と
な
り

ま
し
た
。
大
別
し
て
施
策
の
柱

と
し
て
は
、
①
市
民
生
活
関
連

基
盤
の
整
備
 
⑦
雇
業
経
済
の

振
興
 

3
教
育

・
福
祉
・
体
育
 

・

文
化
の
振
興
 
④
西
北
津

軽

の
中
心
都
市
と
し
て
の
機
能
整

備
の
四
本
を
樹
て
夫
々
に
必
要

な
予
算
を
計
上
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
 

し
か
し
最
小
の
経
費
で
最
大

の
効
果
を
あ
げ
る
と
い
う
行
財

政
運
営
の
基
本
に
則
り
、
効
率
 

的
運
用
を
図
っ
て
健
全
化
に
努

め
る
所
存
で
あ
り
、
人
づ
く
り
、
 

ま
ち
づ
く
り
の
源
で
あ
る
教
育
 

‘
福
祉
予
算
に
し
わ
よ
せ
と
な

る
こ
と
は
断
固
つ

つ
し
ん
だ
つ

も
り
で
あ
り
ま
す
。
 

凡
そ
公
職
に
あ
る
者
は
「
先

憂
後
楽
」
を
信
念
と
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
五
万
市

民
に
お
か
れ
ま
し
て
も
「
共
に

苦
し
み
を
頒
ち
合
う
」
気
持
を

も
っ
て
協
力
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
り
、
は
じ
め
て
こ
の
難

局
を
乗
り
切
り
明
る
く
住
み
よ
 
 

い
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
達
成

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
こ
と

を
確
信
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
 

次
に

一
言
人
事
に
つ
い

て
申

し
あ
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。
ー
ニ

カ
月
余
り
に
わ
た
っ
て
三
役
不

在
と
い
う
非
常
事
態
が
続
い
た

た
め
、
い
さ
さ
か
市
政
の
停
滞

が
あ
っ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に

遺
憾
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
間

市
職
員
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
 

最
大
限
の
努
力
を
も
っ
て
職
責

を
果
さ
れ
て
来
ら
れ
た
こ
と
は
、
 

小
職
の
み
な
ら
ず
五
万
市
民
の

深
く
敬
意
を
表
す
る
と
こ
ろ
で
 

あ
り
ま
す
。
 

一
『
 

市
職
員
は
五
 

万
市
民
の
精
鋭

で
あ
り
、
私
は

職
員
に
対
し

全

幅
の
信
頼
を
お

く
も
の
で
あ
り
、
 

今
後
も
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
行

政
に
と
り
組
む
決

意
を
新
た
に

し
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
 

一
般
の
職
員
に

つ
き
ま
し
て

も
例
年
の
異
動
検
討
の
時
期
に

あ
り
ま
す
が
、
個
々
の
能
力
、
 

適
性
に
合
わ
せ
、
適
材
適
所
に

徹
し
た
人
事
を
考
え
て
お
り
ま

す
。
巷
間
さ
さ
や
か
れ
る
よ
う

な
い
わ
ゆ
る
報
復
人
事
等
は
考

え
も
及
ば
ぬ
こ
と
、
ま
た
徒
ら

に
タ
ラ
イ
廻
し
を
し
て
行
政
が

遅
滞
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
配

慮
し
て
最
低
限
度
に
と
ど
め
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

以
上
概
括
的
に
申
し
上
げ
ま

し
た
が
、
苦
し

い
時
こ
そ
人
の

和
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。
五
万

市
民
の
和
に
よ
っ

て
難
局
を
乗

り
越
え
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
「奉
仕
と
信
頼
の
市
政
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
鋭
意
努
力
を
惜
し

ま
ぬ
決
意
で
あ
り
ま
す
の
で
、
 

何
卒
よ
ろ
し
く
ご
指
導
ご
協
力

の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
る
次

第
で
ご
ざ

い
ま
す
。
 

(540号） ② 

産
業
経
済
の
振
興
等
四
本
柱
を
実
現
 



入
 

歳
 

出
 

歳
 

③ 昭和58年（1983年） 4 月1日 
	

広報ごしょがわら 
	

(540号） 

歳入、歳出とも 

117億2,732万円 
ー般会計予算 

（単位千円・△印は減） 

区 	分 58 	年 	度 対前年度 
比（%) 

1 市 	 税 2,718,039 1.3 
2 地 方 譲 与 税 106,000 1.9 
3 自動車取得税交付金 62,000 
4 地 方 交 付 税 2,660,000 1.0 
5 交通安全対策特別交付金 8,300 △ 2.4 
6 分担金及び負担金 352,768 △ 4.5 
7 使用料及び手数料 178,819 15.0 
8 国 庫 支 出 金 2,802,406 0.9 
9 県 	支 	出 	金 592,141 △ 7.6 
10 財 	産 	収 	入 122,203 . 21.7 
11 寄 	附 	金 1 
12 繰 	入 	金 30,000 548.8 
13 繰 	越 	金 1 
14 諸 	収 	入 769,143 7.6 
15 市 	 債 1,325,500 △ 28.7 

合 	 計 11,727,321 △ 3.6 

昭
和
五
十
八
年
度
の
市

の
一
般
会
計
予
算
が

歳
入

‘
歳
出
と
も

百
十
七

億
二
千
七
百
三
十
二
万
一
千
円

と
決
ま
り
ま
し

た
。
 

こ
れ
は
、
前
年
度
当

初
予
算
に
比

べ
四
億
三
千
八
百
九
十
二
万

四
千
円
、

三
・
六
％
減

と
な
り
、

下
水
道

事
業
が

特
別
会
計

と
な

っ
た
五
十
六

年
度
に

次
い
で

マ
イ
ナ

ス
予
算

と
な
り
ま
し

た
。
 

こ
の
要
因
と
し

て
は
、

老
人
保
健
法
の
改

正
に
伴
う
老

人
医
療

扶
助
費
の
増
減
、

建
設
事
業
費
の
大

幅
ダ

ウ
ン
が
あ
げ

ら
れ
、

健

全
財
政
最
優
先

の
「
緊
縮
型
予
算

」
 
と
なり
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
予
算
編
成
の
重

点
に
、

①
市

民
生
活
関
連
基
盤

の
整

備
充
実
、

②
産
業
経
済

の
振
興
、

③
教

育
、
福
祉
、

体
育
、

文
化

の
向
上
、
④
広
域
圏
と
し

て
の
中
核
都
市

機
能

の
整
備
充
実
を

あ

げ
、
厳
し

い
環
境
下
に
お

い
て
も
市
民

の
豊
か

な
ま
ち
づ

く
り
を

指
向
し

て
い
ま
す
。
 

(
 

 

5
8年
度

一
般
会
計
予
算
決
ま
る
 

区 分 58 	年 	度 
対前年度 
比（%) 

1 議 会 費 136,910 △ 8.2 
2 総 務 費 1,347,558 . 4.9 
3 民 生 費 2,564,502 △ 3.9 
4 衛 生 費 657,235 . 22.7 
5 労 働 費 83,733 △ 74.0 
6 農 林 水 産 業 費 849,209 11.3 
7 商 工 費 280,011 10.8 
8 土 木 費 2,072,036 L. 11.4 
9 消 防 費 484,104 8.5 

10 教 育 費 1,743,468 2.7 
11 災 害 復 旧 費 424,207 15.8 
12 公 債 費 1,072,348 18.2 
13 諸 支 出 金 2,000 
14 予 備 費 10,000 

合 計 11,727,321 △ 3.6 

特別会計・企業会計予算 

特別会計予算 

区 分 
歳入・歳出とも 

58当初予算 伸び率 

国 民健康保健事業勘定 2,545,114 △ 0.2 
市 立 高 等 看 護 学 院 43,108 L 9.3 
長者森平和公園造成事業 4,395 L10.0 
ド 	水 	道 	事 	業 1,522,758 zx19 .3 
老 	人 	保 	健 1,144,087 皆 増 

企業会計予算 

区 	分 
収 入 支 	出 

58当初予算 伸び率 58当初予算 伸び率 

水道事業 
収益的収支 529 ,680 1 .5 529 ,680 10 .6 
資本的収支 795 ,000 △12 .3 874 ,758 △10 .5 

病院事業 
収益的収支 2,859 ,040 13 .0 2,859 ,040 13 .0 
資本的収支 2,270 ,000 13 .8 2,332 ,309 13 .7 



（単位千円） 

区画整理（駅東部及び南部地区） 153 ,118 

道路橋梁整備 444 ,426 

交通安全施設整備 20 ,794 

0コミュニティセンター梅沢の建設 108 ,806 

水害等に伴う災害復旧事業 424 ,207 

除雪機械（ 2台）の購入 23 ,650 

0防雪柵の設置（悪戸、若山線） 15 ,000 

労働金庫への貸付 20 ,000 

」 58年度の

霊亡博点施策 

鷲議芽 

蕪沢「 
三戸，靖柔 

2 ．産業経済の振興 

中小企業特別融資の貸付金 210,000 

地方卸売市場整備への助成 1,968 

金融事務指導及び中小企業相談所開設 3,700 

商業近代化推進協議会への助成 1,000 

モデル学童農園の開設 456 

〇埋蔵文化財緊急調査費（観音林遺跡） 1,200 

長寿褒彰金（75歳以上対象） 6,500 

老人クラブ（87クラブ）への助成 5,969 

津軽中央農協合併経営資金の利子補給 3,000 

天災等による被害農家への利子補給 80,640 

麦等大規模乾燥施設整備への助成（高瀬地区） 25,853 

市営牧場（毘沙門、玉清水第二地区）の建設 83,722 

農道等の整備（下岩崎地区） 25,250 

ビニールハウスによる施設園芸の奨励 10,890 

（活動費、体育大会、趣味作品展、ゲートボ ルなF〕 

4 ．広域圏としての中核都市機能の整備充実 

街路整備（立体交差及び田川、ニッ谷線） 306 ,574 

都市公園整備（菊ケ丘運動公園、岩木川河川公園、狼野長根公園） 175 ,839 

五所川原地区消防事務組合への助成 414 ,757 

県営広域営農団地農道整備 65 ,880 

津軽広域水道企業団への出資 51 ,136 

昭和58年（1983年） 4 月1日 
	

広報ごしょがわら 
	

(540号） ④ 

春
の
火
災
多
発
期
を
前
に
五

所
川
原
地
区
消
防
本
部
で
は
、
 

市
内
全
域
の
防
火
診
断
を
行
な

い
ま
す
。
 

ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
 

ロ
と
き
 
四
月
一
日
ー
五
月
 

 

借
用

（
写
真
撮
影
、

コ

ピ
ー
、
展
示
の
と
き
に
借
り
入

れ
る
。）
 

の
何
れ
で
も
結
構
で
す
。
 

ロ
収
集
す
る
展
示
品
 
石
器
、
 

土
器
、
生
産
用
具
、
生
活
用
具
、
 

宗
教
用
具
、
古

い
写
真
、
古
文

書
、
古

い
図
面
な
ど
 

ロ
連
絡
先
 
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
（
費
⑨
三
一
九

一
 

ー
一
一
）
ま
で
 

展
示
品
収
集
に
ご
協
力
を
 

建
設
中
の
歴
史
民

俗
資
料
館
も
こ

の
程

完
成
し
、

こ
れ
ま
で

郷
土
館
で
収
集
し
た

資
料
を
移
転
・
展
示

し
ま
す
が
、
ま
だ
展

示
品
が
足
り
な
く
て

困
っ
て
お
り
ま
す
。
 

市
民
の
皆
さ
ん
で

歴
史
的
に
価
置
の
あ

る
も
の
を
お
持
ち
の

方
の
ご
協
力
を
お
願
 

い
し
ま
す
。
 

寄
贈
 

寄
託
（
市
が

責
任
を
も
っ
て
保
管
）
 

春
の
防
火
診
断
 

 



、 

1.市民生活関連基盤の整備充実 

608,529 

15,435 

32,779 

3.800 

1,977 

15,150 

第四中学校（統合）の建設 

幼稚園就園奨励費 

看護婦養成のための看護学院への助成 

留守家庭教室の開設（カギッ子対策） 

老人就労対策（みどりの奉仕員） 

0農村公園（相撲場など）の建設 

市営住宅（30戸）建設 369 ,474 

消防施設の整備 31 ,550 

西北中央病院への助成 119 ,492 

西北五衛生処理組合への助成 210 ,000 

下水道事業への繰出し 323 ,552 

農村総合整備モデル事業 16 ,982 

梅田地区農村基盤総合整備 28 ,280 

新農業構造改善事業 43 ,329 

堺野沢老朽ため池整備費負担金 5,954 

ユ 

3.教育、福祉、体育、文化の向上 

S..okidCk'n 

II本専売公社 ちょつとした心づかいも悼のうち 

児
童
手
当
は
、

日
本
国
内
に

住
所
を
有
す
る
人
が
、
次
の
要

件
に
あ
て
は
ま
っ
て
い
る
と
き

に
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

①
十
八
歳

未
満
の
児
童
を
三
人

以
上
養
育
し
て
お
り
、
そ
の

う
ち
の
一
人
以
上
が
義
務
教

育
終
了
前
の
児
童
で
あ
る
こ

と
。
 

②
そ
の
人
の
前
年
の
収
入
が
、
 

一
定
の
額

（
例
えば
扶
養
親

族
等
五
人
の
場
合
、
昭
和
五

十
六
年
の
収
入
三
百
九
十
一

万
円
）
に
満
た
な
い
こ
と
。
 

特
例
給
付
 

昭
和
五
十
七
年
六
月
か
ら
、
 

②
の
所
得
要
件
に
あ
て
は
ま
ら

な
い
た
め
児
童
手
当
を
受
け
ら

れ
な
い
被
用
者
（
厚
生
年
金
に

加
入
し
て
い
る
人
な
ど
）
に
つ

い
て
は
、
そ
の
人
の
前
年
の
収

入
が

一
定
額
（
例
え
ば
扶
養
親

族
等
五
人
の
場
合
、
昭
和
五
十

六
年
の
収
入
五
百
六
十
万
円
）
 

に
満
た
な
い
と
き
は
、
特
例
給

付
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

児
童
手
当
の
額
は
、

十
八
歳

未
満
の
児
童
の
う
ち
、
出
生
順
 

に
数
え
て
三
人
目
以
降
で

あ
る

義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
一
人

に
つ
き
、
月
額
五
千
円
で
す
。
 

た
だ
し
、
市
町
村
民
税
の
所

得
割
の
額
が
な
い
受
給
者
に
は
、
 

月
額
七
千
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

児
童
手
当
の
支
給
開
始
は
、
 

認
定
請
求
を
行
な
っ
た
翌
月
か

ら
と
な
り
ま
す
の
で
十
八
歳
未

満
三
人
目
の
子
の
出
生
届
と
同

時
に
児
童
手
当
認
定
請
求
を

い

た
し
ま
し
ょ
う
。
 

今
ま
で
所
得
超
過
に
よ
り
受

給
資
格
が
停
止
と
な
っ

て
い
る

方
は
、
本
年
五
月
中
に
再
度
認

定
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
 

く
わ
し

い
こ
と
は
福
祉
事
務

所
、
児
童
係
ま
で
。
 

青
森
県
住
宅

供
給
公
社
で
は
、
 

広
田
団
地
の
昭

和
五
十
八
年
度

分
譲
住
宅
を
次

の
よ
う
に
計
画

し
て
お
り
ま
す
。
 

回
一
般
分
譲

住
宅
（
今
年
中

に
住
宅
を
お
求

め
に
な
る
方
の

た
め
の
制
度
で

す
。）
 

一
般
分
譲

十
二
戸
 

地
域
特
別
分

譲
住
宅
 
七
戸
 

回
積
立
分
譲
住
宅
（
計
画
を
 

立
て
て
近

い
将
来
住
宅
を
お
求

め
に
な
る
方
の
た
め
の
制
度
で

す
。）
 

積
立
分
譲
住
宅
（
一
年
積
立
）
 

七
戸
 

地
域
特
別
分
譲
住
宅
（
一
年

積
立
）
三
戸
 

そ
れ
ぞ
れ
の
分
譲
住
宅
に
は

青
森
県
か

ら
公
庫
償
還
の
一
部

の
援
助
を
受
け
、
み
な
さ
ま
の

負
担
が
軽
く
な
る
「
地
域
特
別

分
譲
制
度
」
を
ご
利
用
に
な
れ

ま
す
。
 

詳
し

い
こ
と
は
次
の
個
所

へ

お
問
い
合
せ
下
さ
い
。
 

青
森
県
住
宅
供
給
公
社
業

務

課

（
。
〇
一
七
七
⑩
一
六

二
五

番
）
 

三
十
一
日
ま
で
。
 

（午
前
九
時
三
十
分
ー
午
後
 

三
時
三
十
分
ま
で
。）
 

ロ
診
断
 
共
同
住
宅
 
三
百
 

棟
 

市
都
市
計
画
課

（
費⑩
二

一

一
一
番
）
 

社
会

福

祉
に
と
 

六
万

一
千
円
寄
付
 

北
五
美
容
師
組
合
 

北
五
美
容
師
組
合

（
小
関
ち

よ
代
表
）
は
こ
の
ほ
ど
、
市
の

社
会
福
祉
事
業
に
役
立
て
て
下

さ
い
と
六
万
一
千
四
百
六
十
円

を
寄
付
し
ま
し
た
。
 

新
春
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
パ
ー
テ

ィ
ー
を
開
い
た
収
益
金
を
贈
っ

た
も
の
で
す
。
 

児
童
手
当
制
度
の
ご
案
内
 

広 田 団 地一 

58年度分譲住宅 
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一
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一
一
 

gg杉「 ‘苦 

都合により変更になる場合もあります。 

イい、 
	ま300円に「 

今回政令により戸籍関係手数料が、次のように 

改正になりました。 

これは、昭和58年4 月1日から実施になります。 

昭和58年度の各種検診日程 

現 行 改 正 

戸籍の謄本 又 は抄 本 1通 
200円 

ー
 
通
3
 
0
 
0
 

円
 除かれた戸籍（改製原戸籍も含

む）の謄本又は抄本 
1通 

300円 
1通 

500円 

戸 籍 記 載 事 項 証 明 
1件 

100円 
ー
 
件
2
 
0
 
0
 

円
 

除 か れ た 記載事項証明 1
 
件
2
 
0
 
0
 

円
  

1
 
件
3
 
0
 
0
 

円
 

受理証明（届出若しくは申請） 
1通 

100円 
1
 
通
2
 
0
 
0
 

円
 

受理証明（省令で定める様式） 1
 
通
8
 
0
 
0
 

円
  

1
  1
 

通
,
0
 
0
 
0
 

円
 

検診名 実施月日（予定） 実 施 場 所 実 施 時 間 

胃
が

ん
検
診
  

5月24日-5月28日 

6月28日-7月 2日 

7月 5日～ 7月 9日 

までの14日間行いま 

す。 

七和、長橋、飯詰、 

中川、三好、松島の 

各コミュニテイー七 

ンター及び保健セン 

ター 

受 	付 

午前5時半 

~9時 

検診開始 

午前6時から 

子
言
が
ん
検
診
  

9月28日～ 9月30日 

10月 5日～10月 6日 

10月12日～10月13日 

までの 7日間行いま 

す。 

保健センター 受 	付 

午後0時30分 

-14時 

検診開始 

午後1時から 

結
核
検
診
  

6月15日ー～ 6月24日 
9月 5 日ー一 9 月 9日 
までの13日間行いま 

す。 

市内約60ケ所で異動 
検診 郵

便
・
電
報

・
電
話
の
 

窓
口
取
扱
時
間
が
変
更

L
 

春
の
引
っ

越
し

シ
ー
ズ
ン

を

迎
え
、

目
の
回
る
よ
う
な
忙
し

さ
に
追
わ
れ

て
い
る

方
も
多

い

こ
と
で

し
ょ
う
。
 

引
っ
越
し
で

忘
れ

て
は
な
ら

な
い

の
が
転
出
・

転
入
時

の
届

け
出
で

す
。

う
っ

か
り
し

て
手

続
を
忘
れ
る

と
、
選
挙

に
参
加

で
き
な
か
っ

た
り
、

国
民
年
金

の
給
付
が

受
け
ら
れ

な
い
な
ど
、
 

さ
ま
ざ
ま
な
不
都
合
が

生
じ

る

場
合
が

あ
り
ま
す
。

適
切
な
住

民
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
た
め
に

も
、
届
け

は
必
ず

出
し
ま
し
ょ
 

」つ
。
 

〔
住
民
基
本
台

帳

へ
の
記
載
〕
 

住
民
基

本
台

帳

へ
の
記
載
や

消
除
等

は
、
転
出
・

転
入

届
ぎ

出
す
こ

と
に
よ
っ

て
行
わ

れ
ま

す
。
 

引
っ
越
す
日

と
転
出
先

の
住

所
が

分
か
っ
た
ら
、

現
在
住
ん

で
い
る
所

の
市
町
村
役
場
で

転

出
証
明
書
を

も
ら

い
ま
す
。

転

入
届
は
、

引
っ

越
し
た
日
か

ら

十
四
日
以
内
に
転
出
先
の
役
場

に
提
出

し
て
く
だ

さ
い
。
 

住
民
基

本
台
帳
は
、
住
所
、
 

世
帯
等

に
関
す
る
住
民

の
居
住

関
係
の
公

証
、

選
挙

人
名
簿
の

登
録
、

住
民
税
の
賦
課
徴
収
、
 

引
っ
越
し
時
の
手
続
き
 

国
民
健

康
保
険
、

国
民
年
金

そ

の
他
、

住
民

に
関
す
る
事
務

処

理
の
基
礎
と
な
り

ま
す
。
 

で
す
か
ら
、
転
入
届
を
出
さ

な
け
れ
ば
、

選
挙
権
の
行
使
や

国
民
健
康

保
険

の
給
付
な
ど
が

受
け
ら
れ

な
い
ば

か
り
で
な
く
、
 

義
務
教
育
就
学

の
も
と
に
な
る

学
齢
簿
の
作

成
も
で
き
な
い

こ

と
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
 

な
お
、

同
じ
市
町
村
内
で

住

所
を
変
え
た
と
き
は
“
転
居

届
）
 

を
出
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
 

例
え
ば
高
層
住
宅

に
住
ん
で

い
 
 

て
、
五
階

か
ら
六
階
に
部
屋
を

替
え
た
と
き
も
転
居

届
が
必
要

に
な
り

ま
す

の
で
お
忘
れ
な
く
。
 

〔
そ
の
他

の
届
け
出
〕
 

プて
の
ほ
か
、
引
っ
越
し

の
際

に
は
、

次
の
よ
う
な
届

け
出
が

必
要
で
す
。
 

印
鑑
登
録
証
 

返
却
し
、
転

出
先

で
新
た
に
申
請
し

ま
す
。
 

国
民
健
康

保
険
証
ー
 
返
却

し
、
 

転
出
先
で

新
た
に
申

請
し
ま

す
。
 

国
民
年
金
 

転
出

先
で
住
所
 
 

変
更
手
続
を

し
ま
す
。
 

在
学
証
明
書
 

小

・
中
学

生

が

い
る
場
合
、

役
場
の
学
校

教
育
課

な
ど

で
手
続
を

し
、
 

学
校
で
受
け
と
り
ま
す
。

そ

し
て
転
出
先

の
学
校
に
提
出

し
ま
す
。
 

運
転
免
許
証
ー
 
五

日
以
内

に
、
転
出
先

の
警
察
署
、

ま

た
は
警

察
の
自
動
車

試
験
場

で
住
所

変
更
手
続
を

し
ま
す
。
 

自
動
車

の
あ
る
場
合

は
、
所

轄
の
陸

運
事
務

所
で
登
録
変

更
手
続
を

し
ま
す
。
 

こ
の
ほ
か
、
郵
便
局

に
住
所

変
更
届
を

出
し
て
お
く
と
、

転

出
先
に
郵

便
物
を

転
送
し

て
も

ら
え
る

の
で
た
い

へ
ん
便
利
で

す
。
 

郵
便
局

の
郵
便
窓
口

取
扱
時

間
が

二
月
十
四
日
か
ら
次

の
よ

う
に
変
わ

り
ま
し
た
。
 

た
だ

し
、
貯
金
‘

保
険

の
窓

口
取
扱
時

間
は
こ
れ
ま
で
同
様

午
前
九

時
か
ら
午
後
四
時

ま
で

で
す
か
ら
ご

利
用
願

い
ま
す
。
 

（
土
曜
日

は
正
午

ま
で

で
す
。
）
 

ロ
新
し

い
郵
便
‘
電
報

・
電

話
事
務

の
窓
口

取
扱
時

間
 

▽
五
所
川
原
局
 
平
日
は
午

前
九
時
か
ら
午
後
七
時
、

土
曜

日
は
午
前
九
時

か
ら
午
後
三
時

ま
で
で
、

日
曜
日
及
び

祝
日
は

取
扱
わ

な
い
。
 

▽
七
和
局

及
び
無
配
集
特
定
 
 

局
 
平
日

は
午
前
九

時
か
ら
午

後
五
時
、

土
曜
日
は
午
前
九

時

か
ら
午
後

零
時

三
十
分
ま
で

で
、
 

日
曜
日

及
び
祝
日
は

取
り
扱
わ

な
い
。
 

（
注
）
m
日
曜
日

と
祝
日
が

連
休

の
場
合

は
祝

日
・
祝
代
日

の
み
、

午
前
九
時

か
ら
午
後
零

時
三
十

分
ま
で
窓
口

取
り
扱

い

を
行

い
ま
す
。
 

②
市
内
無
集
配
特

定
局

の
窓

口
取
扱
時

間
は
、

こ
れ
ま
で

と

変
わ

り
あ
り

ま
せ
ん

が
、
参
考

ま
で

に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
 

事
業
主

の
み
な

さ
ん

へ
 

労
働
保
険
料
の
 

申
告
と
納
付
を
 

労
働
保
険

の
昭
和
五
十

八
年

度
概
算
保
険
料

と
昭
和
五
十
七

年
度
確
定
保
険
料

の
申
告
納
付

を
し
て
い
た
だ
く
時

期
に
な
り

ま
し
た
。
 

す
で

に
事
業
主
の
み
な
さ
ん

に
は
、
申
告
の
た
め
の
用
紙
を

送
っ

て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
申

告
書

に
保
険
料
を

添
え
て
、

法

定
期
限

に
あ
た
る
五

月
十
五

日
 

（
本
年
は
五

月
十
六

日
）
ま
で

に
最
寄
り
の
銀
行

か
郵
便
局

へ

お
納
め
く
だ
さ
い
。
 

青
森
県
雇
用
保
険
課
 



「柔
道
教
室
 
の

生
徒
を
募

集
 

市
立
三

道
会
館
で

は
、

小
学

生
を

対
象

に
「

柔
道
教
室

」
を

行
っ

て
い

ま
す
。
 

ふ
る
っ

て
ご

参

加
下

さ
い
。
 

ロ
対

象
 
小
学

生
男
女

（
女

子
は
中
・

高
・
一

般

の
方
も
ど

う
ぞ
。

）
 

ロ
稽
古

日
 
毎
週

月
・
水

・

金
曜
日

午
後
五
時
三
十

分

ー
七

時
ま
で
 

ロ
詳

細
 
直

接
三

道
会
館

へ

お

い
で
下

さ
る
か
市

教
育
委

員

会

ま
で
ど

う
ぞ
。
 

の 昭和58年 (1983年） 4 月1日 
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月日 実 	施 	場 	所 実 施 時 間 

4
月
1
1
2
日
（
火
）
 
 

集
公

商
文

治
会
精
木

所
館
前

字
宅
所
所
店

山

里
野
 

岡
 
藤

々

会
民

店
 

男
 
米

商

山

里
山
木

山
坂
沢

岡

福
野

松
十

石
集
斎
佐

福
野

神
松
若

石
戸

福
 

野
 
田
  

9 時30分～ 9 時50分 

10時00分～10時20分 

10時30分～10時50分 

11時（×）分～11時20分 

11時30分～11時50分 

13時20分～13時40分 

13時45分～14時（×〕時 

14時30分～14時50分 

4
月
1
[
3
日
（
水
）
 
 

下 	岩 	崎 	集 	会 所 前 

飯 	詰 	支 	所 	前 

飯 	詰 	秋 元 商 店 前 

金 	山 	児 	童 	館 	前 

水 	野 	尾 	集 	会 	所 	前 

米 	田 	対 馬 精．米所 前 

吹 	畑 	毛 内 光 春宅 前 

唐 	笠 	柳 	I‘ 	字 	路 

9 時30分～ 9 時50分 

10時00分～10時30分 

10時35分～10時55分 

11時05分～11時25分 

11時35分～11時50分 

13時10分～13時30分 

13時35分～13時55分 

14時05分～14時25分 

4
月
1
[
4
日
（
木
）
 
 

湊 	集 	会 	所 	前 

姥 	芯 	神 	社 	前 

稲 	実 	消 防 屯 所 前 

広 	田 	市農協栄支所前 

七 	ノ 	館 	工 藤 理容所 前 

浅 	井 	横綱ドライブイン前 

9 時30分～10時（)〕分 

10時10分～10時30分 

10時40分～11時00分 

11時10分～11時30ラ -
11時40分～12時（×乃・ 

13時30分～13時55ラ)- 

4
月
1
1
5
H

（金
）
 
 

豊 	成 	り ん ご 倉庫 前 

俵 	元 	瞥 	鐘 	台 	前 

原 	子 	コミュニテイー原子 

前 田 野 目 	西 塚 商 店 前 

派 	立 	新 谷 啓 宅 前 

高 	野 	神 	社 	前 

9 時30分ー-9時50分 

10時00分～10時20分 

10時30分～11時（)(）分 

11時10分～11時20分 

13時00分～13時20分 

13時30分～14時00分 

4
[
12
2H

（金
）
 
 

み ど り 	町 	コ ミ セ ン 栄 前 

梅 	田 	成 田 床 屋 前 

梅 	田 	支 	所 	前 

中 	泉 	集 	会 	所 	前 

羽野木沢・持子沢 コ ミ セ ン 七 和 

9時30分～10時00分 

10時20分～10時40分 

10時50分～11時20分 

11時30分～12時00分 

13時30分～14時00分 

4
H
2
5H
(
H
)
 

 

集
泉

集
公

集

コ
集

所

議
所
館
所

ン
所

会
市

会
民

会
セ

会

共
毘

長

桜
沖

川
種

栄

門
富
田
詰

区
井

前
前
前
前
前

川
前
 

沙
 

飯
 

谷
 
ミ
 
宅
 
中
 

山
 
地
 

 

9 時30分一-9時50分 

10時00分～10時30分 

10時40分～11時10分 

11時20分～11時40分 

13時20分～13時40分 

13時50分～14時25分 

14時30分～14時45分 

4
月
2
6H

（火
）
 
 

石 	岡 	寺 田 武道宅前 

松 	島 	町 	八 丁 月 バ ス 停 

松 	島 	町 	松島ス ト ア―前 

松 	島 	町 	松 島 町会館前 
田 	園 	町 	藤 巻 商 店 前 

鎌 	谷 	町 	集 	会 所 跡 

平 	和 	町 	集 	会 	所 前 

田町・ 栄町 	白 衣 神 社 前 

~日 	市 	内 	市 民 会 館 前 

9 時30分～ 9 時50分 

9 時55分～10時15分 

10時20分～10時40分 

10時45分～11時Of】分 

11時10分～11時30分 

11時35分～11時55分 

13時10分～13時30分 

13時35分～13時55分 

14時00分～14時40分 

4
月
2
7日
（
水
）
 
 

下 平 井 町 	老 人 ホ ー ム 前 

I日 	市 	内 	敷 島 分 院 跡 

~日 	市 	内 	斎 勝駐 車場 前 

末 	広 	町 	保 健 所 	前 

小 	典 	集 	会 	所 	前 

沼 	田 	町 	秋 田 谷旅館前 

9 時30分～ 9 時50分 

9時55分～10時20分 

10時25分～10時50分 

11時Of〕分～11時25分 

13時10分～13時20分 

13時35分～13時50分 

4
月
2
8日
（
木
）
 
 

田 	川 	奈 良 商 店 前 

高 	瀬 	集 	会 	所 	前 

鶴 
上 	藻 	川 	農 協 倉 庫 前 
下 	藻 	川 	消 防 屯 所 前 
新 	宮 	集 	会 所 前 

若 	葉 	森 	の 	家 	前 

9 時30分～ 9 時45分 

9 時55分～10時20分 

10時25分～10時55分 

11時05分～11時25分 

11時30分～11時50分 
13時20分～13時40分 

13時45分～14時20分 

囲囲囲回囲園診国 
乳幼児の健康診査と健康相談を次の日程で行います。 

該当する赤ちゃんには、受診させるようにして下さい。 

■ 受 付 時 間 午後1時から 1時30分まで 

． 持参するもの 母子健康手帳。バスタオル 

現在病気治療中か他の医療機関で健康診査を受けて 

いる乳幼児はご遠慮下さい。 

1歳 6 カ月児（ 3 歳児）に限り歯科衛生指導も行います。 

月 齢 対 	象 と 	き と こ ろ 

3 カ月児 
昭和57年12月 

生まれの乳児 
4 月12日 

旧中央公民館 

6 カ月児 
昭和57年 9 月 

生まれの乳児 
4 月19日 

1 	歳 

6 カ月児 

昭和56年10月 

生まれの幼児 
4 月26日 

3 歳児 
昭和54年7月、8月

生まれの幼児 
4 月21日 

春の狂犬病予防注射と登録 
料 金 

I 集合注射料1.240円、 

春く注射済票 360円’3.700円 

l登 録 料2,100円 I 

（自宅巡回注射料1,000円） 

⑥ 犬の放し飼はできません．ノ 

1．犬の登録をしないと 	狂犬病予防法 

第4 条違反 ~ 3 万円以 

2 ．犬に注射をうけさせ 	狂犬病予防シ土‘下の墨1令 

ないと 	 第 5 条違反 J 

3 ．犬を放しておくと 	県飼犬の管理及び犬によ

る危害の防止に関する条

例第3 条違反 

1万円以下の罰金

犬のフンはみんながめいわくしています。 飼主は始

末するようにして下さい。 

月日 実 	施 場 	所 実 施 時 間 

4
月
1
1
1
日
（
月
）
 
 

野
  

．ハ
 
対集
高

神
吉

桃
一

馬
悪

漆
＋

崎

坪

性
戸

川
川

前
宅
前

前
前

前

ス
馬
会

柳
 
村

停
賢

所
？
 

店
 

静
 

ん

社

商
  

9 時30分～ 9 時50分 

10時α〕分～10時20分 

10時30分～10時50分 

11時00分～11時20分 

13時00分～13時20分 

13時25分～13時40分 

、無 
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国
民
年
金

に
加
入
を
 

国
民
年
金
は
、

2
0歳
以
上
で

厚
生
年
金
な
ど

の
公
的
年
金
制

度
に
入
っ
て
い
な
い
日
本
国
住

民

（
外国
人
も
）
は
、
全
員
加

入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
国
営

の
年
金
制
度
で
す
。
 

も
う
二
、
八
〇
〇
万
人
が
加

入
し
、
六
〇
〇
万
人
以
上
が
年

金
を
受
け
て
お
り
、
わ
が
国
で

は

一
番
太
き
な
年
金
制
度
で
す
。
 

若
い
人
達
に
と
っ
て
は
、
年

金
の
話
な
ど
遠
い
将
来
の
こ
と

と
考
え
ら
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、
国
民
年
金
は
老
後
の
こ

と
ば
か
り
で
な
く
、
交
通
事
故
 

西
北
中
央
病
院
で
は
、
短
期

人
間
ド
ッ
ク
の
利
用
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
 

将
来
の
健
康
生
活
保
持
の
た

め
、
利
用
ご
希
望
の
方
は
ぜ
ひ

お
申
し
込
み
下
さ

い
。
 

ロ
入
院
日
数
 

一
泊
二
日

ロ
入
院
曜
日
 
月
曜
日
の
朝

入
院
、
火
曜
日
の
午
後
退
院

ロ
申
込
み
方
法
 
医
事
課
窓

口
で
受
け
付
け
し
ま
す
。
 

ロ
利
用
料
金
 

五
七
、
〇
〇

〇
円
 

ロ
お
間
合
わ
せ
 
詳
し
く
は
 
 

で
け
が
を
し
た
り
、
病
気
で
障

害
者
に
な
っ
た
り
、
万
一
、
ご

主
人
に
亡
く
な
ら
れ
た
り
し
た

と
き
に
、
最
近
の
一
年
以
上
の

保
険
料
を
納
め
て
い
れ
ば
、
障

害
、
母
子
年
金
な
ど
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
 

2
0歳
に
な
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
、
 

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。
 

会
社
（
厚
生
年
金
）
、役
所
、
 

農
協
等

（
共
済年
金
）
を
途
中

で
や
め
た
方
は
、
厚
生
年
金
、
 

共
済
年
金
等
の
期
間
だ
け
で
は
、
 

期
間
不
足
で
年
金
は
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
 

医
事
課

へ
ご
相
談
下
さ
い
。
 

市
立
西
北
中
央
病
院

（
廿代

表
⑩
三
一
一

一
番
）
 

車
イ
ス

ニ
台
寄
贈
 

5
8年
除
厄
祈
願
実
行
委
 

昭
和
五
十
八
年
合
同
除
厄
祈

願
祭
実
行
委
員
会
（
島
村
吉

三

久
委
員
長
）
は
三
月
十
日
、
社

会
福
祉
事
業
に
役
立
て
て
下
さ

い
と
車
イ
ス
二
台

（
九万
円
相

当
）
を
市
に
寄
贈
、
島
村
委
員

長
ら
役
員
が
森
田
市
長
に
目
録
 

ま
た
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な

い
だ
け
で
な
く
、
せ
っ
か
く
、
 

給
料
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
何
年

も
納
め
た
厚
生
年
金
等
の
保
険

料
も
掛
け
捨
て
に
な
っ
て
、
 一

生
後
悔
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
 

そ
こ
で
、
国
民
年
金
に
加
入

し
ま
す
と
、
厚
生
年
金
、
共
済

年
金
等

の
期
間
と
通
算
さ
れ
、
 

そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
を
珠
数

つ
な

ぎ
に
し
て
2
5年
以
上
（
年
齢
に

よ
っ
て
は
期
間
短
縮
が
あ
り
ま

す
）
あ
れ
ば
老
齢
年
金
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
 

2
0歳
に
な
っ
た
方
、
会
社
、
 

役
所
、
農
協
等
を
途
中
で
や
め

た
方
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ

ん
も
、
で
き
る
だ
け
早
く
国
民
 

を
手
渡
し
ま
し
た
。
 

さ
る
二
月
二
十
日
市
中
央
公

民
館
で
行
っ
た
合
同
除
厄
祈
願

祭
で
の
精
算
残
金
を
充
て
た
も

の
で
す
。
 
 

年
金
に
加
入
し
て
老
後
の
生
活

を
豊
か
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

な
お
、
生
活
が
苦
し
く
て
保

険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
方
に
は
、
 

保
険
料
の
免
除
と
い
う
制
度
が
 

四
月
分
か
ら

5
 

現
在
、
国
民
年
金
の
保
険
料

は
ー
カ
月
分
五
、
二
二
〇
円
で

す
が
、
今
年
の
四
月
分
か
ら

ー
 

カ
月
分
が
五
、
八
三
〇
円
に
改

正
さ
れ
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
老
齢
年
金
の
受
給

者
が
増
え
る
の
と
、
年
金
額
が

物
価
上
昇
な
ど
に
合
わ
せ
て
、
 

毎
年
増
額
さ
れ
て
行
く
た
め
に
、
 

給
付
の
不
足
分
を
補
う
国
の
負
 

ロ
と
き
 
四
月
十
七
日

（
日
）
 

雨
天
決
行
 

ロ
集
合
 
飯
詰
長
円
寺

（
受

付
午
前
八
時
三
十
分
）
 

ロ
コ
ー
ス
 
飯
詰
十
五
キ
ロ
冒

走
友
会

マ
ラ
ソ
ン
公
認
コ
ー
ス
 

ロ
種
目
 
①
一
般
十
五
キ
ロ
M
 

の
部
、
年
齢
制
限
な
し
。
た
だ
 

し
、
 一
時
間
三
十
分
以
内
で
走

れ
る
方
 

②
壮
年
五
キ
ロ
H
の
部
、
四
十

歳
以
上
の
方
。
た
だ
し
、
四
十

分
以
内
で
走
れ
る
方
 

ロ
参
加
料
 

一
人
千
円
。
 

ロ
申
込
み
締
切
り
 
四
月
十
 
 

あ
り
ま
す
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
市
社
会
課
 

・

国
民
年
金
係
（

廿
闘
）
二
一一

一
番
内
線
二
六
六
番

・
二
六
七

番
）
 

,8
3
0
円
に
 

国
民
年
金
の

保
険
料
 

担
額
も
増
え
、
被
保
険
者
の
保

険
料
負
担
額
も
増
え
る
た
め
で

す
。
 

国
民
年
金
で
は
、
年
金
給
付

額
の
＋
が
国
庫
補
助
さ
れ

て
お

り
、
加
入
期
間
短
縮
に
よ
る
特

別
加
算
分
に

つ
い
て
は
、
更
に

手
厚
い
国
庫
補
助
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
改
正
後

の
年
金
の
給
付
を
現
年
度
だ
け
 
 

で
賄
う
と
す
れ
ば
、

必
要
な
保

険
料
は
ー
カ
月
分
で
九
、
〇
〇

〇
円
程
度
に
な
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
保

険
料
の
額
が
改
正
さ
れ
ま
す
が
、
 

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
 

な
お
、
四
月
中
に
五
十
八
年

度
分
保
険
料

（
四
月
分
か
ら
翌

年
の
三
月
分
ま
で
の
ー
カ
年
分
）
 

を

一
括
し
て
前
納
し
ま
す
と
、
 

定
額
保
険
料
は
六
九
、
九
六
〇

円
が
六
八
、
二
七
〇
円
に
な
り
、
 

一
、
六
九
〇
円
が
割
り
引
き
に

な
り
ま
す
。
 

付
加
保
険
料
は
七
四
、
七
六

〇
円
が
七
二
、
九
五
〇
円
に
な

り
、
 一
、
八

一
〇
円
が
割
り
引

き
に
な
り
ま
す
。
 

忘
れ
た
ら
大
変
 

国
民
年
金

の
保
険
料
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
も

う
納
め
ま
し
た
か
、
納
め
忘
れ

が
な
い
か
、
も
う

一
度
お
調
べ

願
い
ま
す
。
 

も
し
、
納
め
て
い
な
か
っ
た

ら
、
大
至
急
、
納
め
て
下
さ
い
。
 

四
月
中
に
納
め
ま
せ
ん
と
、
 

五
十
七
年
度
分
は
現
在
お

手
持

ち
の
納
付
書
で
は
納
め
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。
 

納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
す
と
、
 

年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
事
も
あ

り
ま
す
。
 

短
期
人
間
ド

ッ
ク
の
 

利
用
者
を
募
集
ー
 

マ
ラ
ソ
ン
飯
詰
大
会
を
開
催
 

日
（
日
）
 

ロ
申
込
み
先
 

市
内
飯
詰

・
長
円
寺

（
費
⑩
 

二
六
五
八
番
）
 

市
教
育
振
興
会
へ
 

十
万
円

を
寄
付
 

飯
詰
の

船
水
さ
ん
 

市
内
飯
詰
字
福
泉
の
船
水
良

昭
氏
は
三
月
十
八
日
、
財
団
法

人
市
教
育
振
興
会

へ
故
母
ハ
ナ

殿
に
供
え
ら
れ
た
香
典
の
中
か

ら
、

一
金
十
万
円
を
寄
付
さ
れ

ま
し
た
。
 

r
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